
　

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

土
田
健
次
郎
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

仙
石　

知
子
（
二
松
学
舎
大
学
講
師
）

長
谷
川
隆
一
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
手
）

志
村　

敦
弘
（
東
洋
大
学
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）

原　

信
太
郎　

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
（
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
）

松
川　

雅
信
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
）

　

彙　

報

日
本
儒
教
学
会　

二
〇
二
一
年
度
理
事
会
・
評
議
員
会

　

開
催
日　

二
〇
二
一
年
五
月
二
三
日
（
日
）

　

会　

場　

オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

日
本
儒
教
学
会　

二
〇
二
一
年
度
大
会
（
第
六
回
大
会
）

 
 

開
催
日　

二
〇
二
一
年
五
月
二
三
日
（
日
）

 
 

会　

場　

オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

 
 

研
究
発
表

　
　

ハ
ン
デ
ン
シ
（
東
北
大
学
大
学
院
）
「
儒
家
神
道
に
お
け
る
修
養
論
の
考
察

―

　
　
　
　
　
　
　

跡
部
良
顕
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　

司　

会　

清
水　

則
夫
（
明
治
大
学
）

　
　

陳　
　
　

路
（
関
西
大
学
大
学
院
）
「
室
町
中
期
に
お
け
る
朱
子
学
の
受
容

―

　
　
　
　
　
　
　

桃
源
瑞
仙
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　

司　

会　

長
尾　

直
茂
（
上
智
大
学
）

　
　

長
谷
川
隆
一
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
手
）
「
後
漢
に
お
け
る
二
人
の
王
氏

　
　
　
　
　
　
　

―
―
性
三
品
説
下
に
お
け
る
「
君
主
＝
聖
人
論
」・「
君
主
＝
非
聖
人

　
　
　
　
　
　
　

論
」
の
典
型
と
し
て
」

　
　
　

司　

会　

渡
邉　

義
浩
（
早
稲
田
大
学
）

　

総　
　

会

　

講　
　

演

　
　

講
演
者　

土
田
健
次
郎
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

題　

目 

「
儒
教
の
思
想
史
研
究
と
思
想
分
析
―
朱
子
学
を
中
心
に
―
」

 
 
 
 

司　

会　

垣
内　

景
子
（
早
稲
田
大
学
） 

 
 

編
集
後
記

　

編
集
実
務
を
担
当
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
会
長
職
を
あ
ず
か
る

身
と
し
て
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
も
こ
う
し
て
本
誌
を
恙
な
く
発
行
で
き
ま
し
た
。
年
次
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
学
会
誌
を
発
行
す
る
こ
と
で
精
一
杯
の
小
さ
な
組
織
で
す
け
れ
ど
、
会
員
諸
氏

に
は
今
後
も
ひ
き
つ
づ
き
学
会
運
営
へ
の
支
援
・
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

お
知
り
合
い
に
ぜ
ひ
入
会
の
勧
誘
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

西
暦
二
〇
二
二
年
は
、
紀
元
前
四
七
九
年
す
な
わ
ち
孔
子
の
没
年
か
ら
満

二
千
五
百
年
で
す
。
本
学
会
は
彼
の
思
想
を
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
団
体
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
の
年
と
し
て
と
も
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

儒
教
の
起
源
は
黄
河
流
域
だ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
長
い
歴
史
を
経
て
東
ア

ジ
ア
が
共
有
す
る
文
化
的
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
民
族
・

政
権
の
所
有
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
諸
他
の
思
想
・
宗
教
に
対
し
て
独
善
的
に
優

越
性
を
主
張
す
べ
き
も
の
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
本
学
会
が
政
治
的
立
場
の
多
様
性

を
尊
重
し
つ
つ
学
術
的
に
地
道
な
活
動
を
今
後
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
国
際
社
会

に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
小
島　

記
）
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日
本
儒
教
学
会
報　

第
六
号

 

　

二
〇
二
二
年
一
月
三
一
日　

発
行

 

　

編
集
・
発
行　

日
本
儒
教
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

小
島　
　

毅

〒
一
六
二
―
八
六
四
四

東
京
都
新
宿
区
戸
山
一
丁
目
二
四
番
一
号

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院　

東
洋
哲
学
研
究
室
気
付

E
-
m
a
i
l
 
r
i
b
e
n
r
u
j
i
a
o
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
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印　
　
　

刷　

 

サ
ミ
ッ
ト
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刷
株
式
会
社

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
二

東
京
都
港
区
芝
大
門
二
丁
目
一
〇
番
一
八
号




